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論文内容の要旨
本論文は、超好熱始原菌 Pyrococcus kodα初raensis KOD 1 株の繊維系構造体(鞭毛繊維・収縮環)を構成する
タンパク質およびそれをコードする遺伝子に関する研究をまとめたものであり、緒言、本論 3 章、総括からなるo
緒言では、本研究の背景と目的、およびその意義について記述しているo
第 1 章では、超好熱始原菌 P.kodakaraensis KOD 1 株の染色体遺伝子ライブラリーの作製、それを用いた KOD
l 株の鞭毛構成成分フラジェリンをコードする遺伝子の取得とその転写解析について記述している o 5 つのフラジェ
リン遺伝子がタンデムに並びクラスターを形成していることを明らかにし、同じ転写開始点から異なったフラジェリ
ン遺伝子の組み合わせをコードする 4 種類の転写産物が生成されていることを超好熱始原菌において初めて明らかに
したことを記述している。
第 2 章では、超好熱始原菌 P.kodakaraensis KOD 1 株から収縮環構成成分 FtsZ ホモログをコードする遺伝子を
2 種類クローニングしたが、そのうち最初にクローニングした遺伝子 (tubA) の遺伝子産物について性格付けした
ことを記述しているo
TubA タンパク質は Bacteria 由来の FtsZ と同様に GTPase 活性、 GTP 結合能と GTP 依存性重合能を有すること
を記述している。 GTPase 活性の至適温度は800C以上であり、また900Cで重合が可能であるという超好熱菌由来のタ
ンパク質に特徴的である知見を得たことを記述している o
第 3 章では、 2 番目に取得した FtsZ ホモログ (TubB) について性格付けしたことを記述している。 TubB タンパ
ク質は TubA とは反対に GTPase 活性、 GTP 結合能をほとんど有しておらず、これは微小管(マイクロチュープル)
の構成成分の l つである α ーチュープリンに類似した性質であることから、 KOD 1 株の収縮環は微小管のもう 1 つ
の構成成分 β ーチュープリンに相当するタンパク質とともに複数のサブユニットで構成されている可能性が示唆され
たことを記述している。
最後に、以上で得られた知見を総括し超好熱始原菌の繊維系構造体の研究の将来の展望について記述している o
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論文審査の結果の要旨
本論文は、超好熱始原菌 Pyrococcus kodakaraensis KOD 1 株の有している熱安定な繊維系構造体(鞭毛繊維・
収縮環)について、遺伝子の取得と、転写解析または遺伝子産物の性格付けを行い、超好熱始原菌の繊維系構造体が
真核生物の繊維系構造体である微小管と同様、複数の構成成分からなっていることを示唆する知見を得ているo
以上のように、本論文は繊維系構造体の超好熱始原菌に特徴的な性質を明らかにしたことで、生物界における繊維
系構造体の理解に大きく貢献するものであり、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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